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C.I. か V.I. か



Codex Alimentarius Commission
コウデクス委員会

FAO/WHO合同食品規格委員会

 政府間組織（intergovernmental body）とし
て 1961/63年にFAOとWHOの管理下に設置

 11th FAO Conference RESOLUTION No. 12/61
 WHA16.42 Joint FAO/WHO Programme on 

Food Standards
 188 加盟国と 1 加盟機関

 財務（予算）、法務、人事、渉外、出版、
ウェブサイト管理、事務所所在地



コウデクス委員会
- その目的 -

 二重の目的:
消費者の健康の保護, and
食品貿易における公正性の促進



コウデクス委員会
- その効用 -

 コウデクス基準そのものに強制力はないが
食品安全に関する基準は1995年に発効した
世界貿易機関のSPS協定で実質的な国際基準
として認知された

 基準が存在することにより

世界中の消費者の健康を必要かつ十分に保護

貿易紛争を未然に予防

食品貿易を促進し国際分業を促進

貿易紛争の解決
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